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ハウス事業

■NPO法人玉川まちづくりハウス
運営委員長　伊藤雅春
運営委員　林泰義　平松陽一　　　
監事　杉浦 宏嗣
事務局スタッフ　小西玲子 (運営委員 )

　　　　　　 池田麻未　柴田希美絵
製作　2017年 12月 1日

■大久手計画工房との協働事業

ハウス事業　今まで蓄積したまちづくりのノウハウを活かし、

①いつまでも安心して暮らせる

　　　　　　　地域づくり事業

　・お隣さまお茶会

②姉妹コミュニテイ

　・住田町

③大久手計画工房との協働事業

主に玉川田園調布以外でまちづくりのお手伝いをしています

●板橋区補助第 26号線と沿道一体まちづくり相談窓口支援業務

　大久手計画工房との協働プロジェクトとして、2015年度から引き
続き板橋区の「補助第26号線と沿道まちづくり相談窓口開設支援業務」
に取り組んでいます。

　補助第 26 号線というのは、東京都が計画している特定整備路線で

市街地の防災性を高める事を目的とした都市計画道路です。対象と

なっているのは、板橋区の大山商店街を一部横切る 375m の区間です。

昨年度に引き続き玉川まちづくりハウスは、道路計画に合わせて沿道

の不燃化や共同化などのまちづくりを支援するための相談業務を大久

手計画工房と協力しながらお手伝いしています。

　現地に相談窓口が常設されてくる住民や業者の方に板橋区のまちづ

くり計画を説明したり、道路によって立ち退きや建て替えを迫られて

いる地権者の方に対して、希望に沿う不動産情報を提供したり、まち

を毎月歩いて空き家や空き地を調査したりしています。

　住民のネットワークづくりや組織的な活動支援という面に対応して

いないので、玉川まちづくりハウスが　地元で展開している活動とは

違いますが、この経験が、地元の利害関係の問題が起こったときに生

かされるのではないかと思っています。

●住田町
　2016年 2月からハウスの毎月のニュースに岩手県住田町の記事を掲載

しています。2015年 5月の玉川まちフェスタに東北被災地支援団体として

参加してくれた「一般社団法人邑サポート」とのつながりがきっかけです。

　住田町は人口 6000 人ほどの小さな町ですが、一人ひとりが心から

自分たちのまちを考え、仮設支援のために都会からきてここで結婚す

ることを決めた若者の結婚式のために総出で知恵を出し合う姿に感銘

を受けました。交流を深め、ハウス会員のみなさんにもぜひ訪れてい

ただきたいと思います。

②姉妹コミュニティ

●お隣さまお茶会
　2015 年 4 月～ 2016 年 3 月まで独立行政法人福祉医療機構 (WAM) の

助成を受けて、地域密着型認知症予防ネットワーク構築事業を展開し

ました。今年度はそれを受けて「いつまでも安心して暮らせる地域作

り事業」として「お隣さまお茶会」を継続して開催しています。地域

の「カフェえんがわ inn」をお借りできていることが、拠点としての

魅力を大きくしてくれています。毎回応援してくれる地域スタッフも

含め 10 人～ 20 人が集まって、朗読やアクセサリーづくり、シャンソ

ン等を楽しんでいます。

　この会の大きな特色は毎回認知症についての一言コメントが聞ける

ことです。認知症介護者のおしゃべり会を長年主催する西澤惠さんに

最新の情報や、認知症ご本人のコメントを持ってきてわかりやすく解

説してくれます。認知症を忌み嫌うのではなく自分事として受け止め

ること、地域で支え合うために何ができるか、認知書を知ろうという

ことが目的です。

①いつまでも安心して暮らせる地域づくり事業

▲住田町の若者の結婚式

▲認知症ひとこと講座
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九品仏街づくりの会の有志等の話し合いの中からはじまった九品仏

アートフェスタの 4回目。

昨年度は、大雨になってしまい、それまで毎回「同時開催」というこ

とで特に集客の面でお世話になっていた、九品仏自治会の「九品仏フ

リーマーケット」が中止を決め、どうしようもなく単独開催となった

のですが、今回は、これ以上ないお天気に恵まれました。

九品仏淨眞寺の参道に 38 のてづくりの作品を売る SHOP、似顔絵、整

体のブースが立ち並びました。2 週間前の 10 月 29 日にテレビ番組で

九品仏のまちが取り上げられ、淨眞寺に来る人が多いなとは思ってい

たのですが、暖かいお天気にも誘われてか、九品仏駅に電車が止まる

度に大勢の方が参道めがけてやってきて、テレビ番組の影響の大きさ

にあらためて驚きました。結果、アートフェスタにも立ち寄っていた

だけてにぎやかな「フェスタ」になりました。

参道の SHOP の他、九品仏地区会館で九品仏界隈の淨眞寺山門や、交

番や、商店街のお豆腐屋さん、毛利豆腐店などの風景を立体的な紙の

切り絵 ( 江戸時代の紙工作である起こし絵『立版古 ( たてばんこ )』) 

で楽しむ紙風景さん、もうひとつ、九品仏にあるインターナショナル

保育園ハッピーホライズンズの「自然と光の創造体験」－アートな空

間の体験と 2 つの大人も子どもも楽しめるワークショップがあり、ど

ちらも賑わいました。

SHOP 出店者からも、「大勢のお客さんから声をかけていただいて、楽

しい一日でした」との声が多く寄せられました。

開催する予定だった写真展が不慮の出来事で開催できなかった、また、

SHOP 閉店したあと、片付け終了までの時間が短かった、位置決めで不

手際があった等、事務局として反省することは多々あります。それら

を含めまた来年楽しいアートフェスタを開催したいと考えています。

九品仏アートフェスタ 2016 開催九品仏アートフェスタ 2016 開催

▲ Happy Horizons のワークショッ
プではたくさんの子どもたちが参
加してくれました

▲紙工作（立版古）体験も大好評！

▲ SHOP にはさまざまなジャンルの作品が集まりました

世田谷区地域の絆
再生支援事業助成金
247,500 円

（2016 年 10 月～ 2017 年 9月）



地域協働事業

お手伝い事業

①玉川田園調布住環境協議会

②楽多の会

③読書空間みかも

④安全・安心まちづくり

⑤ねこじゃらし公園

⑥宮本三郎記念美術館と地域の会

ネットワーク形成事業

①子育て支援活動

②九品仏アートフェスタ

③地域講座

④玉川まちフェスタ

お手伝い事業
地域協働事業　世田谷区玉川地域を対象に活動しています

それぞれの活動が発足するときの支援活動を行いました。その活動を担う人材が
別に現れて活動資金も別に調達し独立していくことが、ハウスの活動の特徴です。
今は事務局作業の一部を支援しています。

①玉川田園調布住環境協議会・・・事務局担当
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○住環境協議会の事務局

　地区計画が発効して 17 年が経過しました。玉川田園調布住環境協

議会は、地区計画・地区街づくり計画と、これと一体のまちづくり協

定を知って頂き、これを活かしていくことを主な役割として活動して

います。2000 年度～ 2016 年度の間に、総計 139 件、年平均 8 件程度

の新地区、増改築があり、工事業者と案件毎に協議し、近隣とのトラ

ブルを防いできました。2016 年度は、17 件の新築計画についての協

議がありました。建築主がお住まいになる戸建て住宅の他、小規模共

同住宅、バス通り沿いの重層長屋＊、環八沿道のマンション、有料老

人ホーム等の届け出がありました。

＊重層長屋：共用の廊下や階段、エレベーターがなく、すべての住戸が 1 階から

入れる縦に連なる長屋

○まちづくり協定の改訂と交通安全に関する地域ルールの検討

　昨年度の保育園計画の検討を踏まえて、｢ キッド・ステイ世田谷南

保育園 ｣ が４月に開園しました。保育園計画に対する地域の話し合い

を通して、建物の屋上利用の問題、施設周辺の交通安全の問題などい

くつかの問題が指摘され、住環境協議会として継続して取り組むこと

になっています。今年度の総会において、まちづくり協定が改訂され

ブロックルールに関する規程が新たに追加され、各ブロック特有の問

題に対してきめ細かく対応できるようになりました。現在、屋上利用

に関するＤブロックのルールを検討中です。

　地区の交通安全の問題については、当面保育園の園ルールという位

置づけで通園ルートについてのルール化を行っていますが、奥沢中和

会との連携を図りながら、地域ルールとして交通安全対策を検討して

いく予定です。

　地域の課題を誰が受け止め、どのような枠組みの中で話し合ってい

くことができるかは、その地域にどのようなマネジメント組織がある

かにかかっています。住環境協議会は、世田谷区の条例に基づいた組

織であり、協議の場に世田谷区の担当課の職員の出席を求めることも

可能であり、それなりの役割を果たすことができたのではないかと考

えています。

情報発信事業

①ハウスニュース

②ホームページ

③冊子

わたしのまち魅力発見マガジン vol.6

『今日は奥沢を歩こう。【みかも編】』

　　　　　　　　　　　　　発行

NPO 連携事業　

①世田谷区住まいまちづくり相談
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■地域の魅力発見マガジン vol.6『今日は奥沢を歩こう。【みかも編】』を発行しました！

情報発信事業

　今年度も「地域の絆ネットワーク支援事業」の助成金を受け、わたしのまち

魅力発見マガジン vol.6『今日は奥沢を歩こう。【みかも編】』を作成しました。

第 1 弾は九品仏、第 2 弾は奥沢周辺、第 3 弾は玉川まちづくりハウスのある玉

川田園調布、第 4 弾は自由が丘、第 5 弾は等々力を取り上げ、今回は奥沢にあ

る読書空間みかもにスポットを当ててみました。どこの地域活動でも課題とな

る「世代交代」を成し遂げ、新たなスタートをきった「読書空間みかも」を取

材しました。

①ハウスニュース
 毎月月末に会員向けニュースを発行しています。

ニュースではハウスの活動を随時紹介しています。

 2016 年 2 月からハウスの毎月のニュースに岩手県

住田町の記事を掲載しています。2015 年 5 月の玉川

まちフェスタに東北被災地支援団体として参加して

くれた「一般社団法人邑サポート」とのつながりが

②ホームページ　　HP: http://www.tamamati.com     Twitter: @tamamatihouse

③冊子

 ブログとツイッターで地域講座の日程などすぐにお知らせしたい情報を、リアルタイムでお伝えしていま

す。イベントの詳細など随時掲載しています。ぜひ遊びにきてください。

▲『今日は奥沢を歩こう。
　　　　　　　【みかも編】』表紙

世田谷区地域の絆再生
支援事業　222,750円

ハウス事業部門
①世田谷区住まいまちづくり相談
　「住まいまちづくり住宅相談ネットワーク」は世田

谷区の相談事業「住宅まちづくり総合相談」を担当

する 3 つの NPO 法人で作っている団体です。住まい

の困った！をまちづくりに関わる建築士としてアド

バイスしていくことを目的にしています。

　世田谷区 5 支所と三軒茶屋の 6 ヶ所で月 2 回ずつ

きっかけです。長年 K さんが寄稿してくださってい

るコラム「こんなメモ」も好評です。

　（一財）世田谷トラストまちづくりの事業「3

軒からはじまるガーデニング制度」は花とみど

りの環境を地域につくりだす為のしくみ。地域

の人たちが協力して街並みづくりに寄与するみ

どりの環境をつくること、その活動を通して地

域コミュニティの創出を図ることが目的です。

　この制度に応募した第一号が玉川まちづくり

ハウス事務局のある建物の四つ辻を囲む 3 軒で

す。奥沢 5 丁目ににしいグループ「四季の小径」

が活動を始めました。歩いて行けるところに新

しい仲間が増えるのはとても楽しみです。交流

ができていければと考えています。

開催され、玉川まちづくりハウスは、玉川地域と三

軒茶屋の 2カ所を担当しています。

　隣地間のトラブル、工事の際の業者との話し合い

の進め方、また予め知っておいた方がいいことはな

にか？についての相談が多く見受けられます。

～ 3軒からはじまるガーデニング制度～
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④玉川まちフェスタ
● 14回目の玉川まちフェスタ
　5 月 14 日 ( 日 ) 今年も「玉川まちフェスタ」無事

開催することができました。

　14 回目、毎回毎回多くのみなさまに支えられて開

催しています。

　被災地支援のブースに加え、フェアトレード、女

性支援などの団体にも声をかけ出店していただく形

にしました。「この町でできること」を考えたときに、

これまで縁をいただいた活動団体や、お店や、人と、

地元がゆるやかに繋がっていくことが、玉川まちづ

くりハウスの考える「まちを強くする」ことだと思

うのです。フリーマーケットに出店してくださった

地元の方々も本当にありがとうございました。

　第 2 会場となる「えんがわ inn」では 15 時から７

回目になる東儀秀樹さんが、すばらしい演奏を聴か

せてくださいました。毎年の無理なお願いに快く応

えていただいて感謝に堪えません。今年も 100 人以

上の方々が来てくださいました。このコンサートの

売上げの半分を震災等でつらい思いをしている子ど

もたちの外遊び支援の活動をしている「NPO 法人日

本冒険遊び場づくり協会」に寄付いたしました。（下

記参照）

　さて、当然といえば当然ですが、「玉川まちフェス

タ」開催までには当日出店してくださるみなさまだ

けでなく、多くの方々の協力があります。

　会場を提供してくださる「( 社福 ) 老後を幸せに

する会：デイ・ホーム玉川田園調布」は、駐車場を

空けるために前日、運転手さんが送迎バスを関連施

設にわざわざ持っていってくださいます。九品仏あ

んしんすこやかセンターの方がたも、室内の備品を

片付けてくださり、前日19時からの会場設営には、「地

域の福祉を考える楽多の会」のメンバーをはじめ地

域の方がたくさんの段ボールを運んで、中身を出し

て、並べて、格闘してくれます。どうしても車が必

要な出店者のためにご自宅の駐車スペースを貸して

くださる方もいます。

　東儀さんのコンサートのためにカフェえんがわ inn

は、店内を片付け、椅子や机を提供してくださって、

当日も細やかな気配りをしてくださいます。また東

儀さんの演奏を支えるために、東儀さんからご紹

介いただいた音響専門スタッフの方が朝から機材の

セッティングや調整等をしてくださいます。どれも

これも全くのボランティア。御礼の言葉をいくつな

らべても足りないのですが、本当にありがとうござ

います。

　残念なお知らせもしなくてなりません。売り場で

ちょっと目を離した隙に、おつりの入った箱がなく

なりました。警察にも届けました。後片付けの最中

に怪我をしたメンバーもでました。慣れ親しんだ環

境に安住していたのだと反省しています。

　来年度、会場のことや、品物をどう集めるか等、

課題は山積みですが、地域の交流の場として継続し

ていきたいと思います。多くの方の支えがなくては

継続できない「玉川まちフェスタ」です。新しい玉

川まちフェスタの形を見いだして、被災地の支援は

継続していきたい。どうぞこれからもよろしくお願

いいたします。

総売上　　　　￥241,730

支出　　　    －￥35,095

純売上　　　   ￥206,635        

（フリマ出店料、ミニコンサート
入場料半額、東北寄付箱）

日本冒険遊び場づくり協会へ
寄付　82,000円

（熊本寄付箱）

熊本磯田さんへ
寄付　2,532円



③読書空間みかも・・ハウスとの情報交換

④安全・安心まちづくり ( 防犯パトロール）
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○子育てシンポジウムの継続開催

　世田谷区の ｢ 地域の絆連携活性化事業補助金 ｣ を

受けて、玉川田園調布防犯パトロール隊は年に２回

のシンポジウムを開催しています。2015 年 1 月のシ

ンポジウム ｢ 親の子育て・地域の子育て ｣ から子育

てをテーマとして、2016 年 10 月のシンポジウム ｢

すこやかな心の育て方 ｣ 以降は、｢ 二段階人格形成

論 ｣ を提唱する角田春高先生にお願いし、2017 年 1

月、11 月と３回連続で育て直しの子育て論 ｢ 角田メ

ソッド ｣を紹介しています。

　この地域にも発達障害や引きこもりなど親子関係

に悩む方は潜在的に広がっていると考えられ、複

数の周辺小学校では学級崩壊の問題が現実のものと

なっています。防犯パトロール隊としても防犯とい

う外からの危機もさることながら、家族の問題とい

　読書空間みかもは (一財 )世田谷トラストまちづくりの事業、地域共生

のいえのひとつ。奥沢の住宅街にある、築 90 年の木造洋風建築の一部を

借り、ひととひととのつながり、地域とのつながりの場として活用される

ことを目標に様々なイベントを開催しています。開設して 11 年、運営体

制が変わり、さらに活動の輪を広げて新代表が頑張っています。玉川まち

づくりハウスは毎年作成している地域の魅力発見マガジン第 6弾で、読書

空間みかもの変遷について取り上げ、家を開いて地域の拠点にすることの

楽しさと苦労を取り上げました。（p7参照）

②地域の福祉を考える楽多の会・・・事務局担当
　会が発足して 18年。デイホーム玉川田園調布 1階を利用してのサロ

ン活動は地域の大勢の方が集う場となっています。

特に健康麻雀参加者はスタッフ陣も増えて常時 20人以上が参加する盛

　況ぶりです。

人数が増えてきたので、奥沢中和会の会館もお借りして「奥沢すずめ

の会」もはじまりました。

　日曜日のデイ・ホーム中庭の園芸作業、金曜日のはがき絵、習字も

笑顔が溢れています。

　第 1土曜日の認知症の勉強会、障害者施設奥沢福祉園でのドッグセ

ラピーの活動も継続しています。

⑤ねこじゃらし公園・・・活動参加

　グループねこじゃらしの活動により、公園の管理・

清掃が続けられています。　

　発足 20 年を超え、活動を続けていくため次の体制

をどう作っていくかが大きな課題となっています。

う内からの危機をテーマに子育て問題に取り組んで

いきたいと考えています。このシンポジウムは、玉

川まちづくりハウスの杉浦理事が主宰されている ｢

グッドママ ｣と連携しながら進めています。

【これまでの子育て関連のシンポジウム】

  1)｢ 親の子育て・地域の子育て ｣2015.1

  2)｢ 家庭・地域・学校　人を磨き育てる地域の力 ｣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  2016.1

 3)｢ すこやかな心の育て方－子育ての全ての悩みを     

                      解決に導きます－ ｣2016.10

 4)｢ すこやかな心の育て方　続編 ｣2017.1

 次年度実施・・・・・・・・・・・・・

 5)｢ すこやかな心の育て方　－登園しぶり、

        学級崩壊、いじめ、ひきこもり－ ｣2017.11

▲ドッグセラピーの様子



プレーリヤカー
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ネットワーク事業

2017 年度年間スケジュール

他の団体とネットワークすることで広がりを持ったり、こちらが企画して人と人との
結びつきを深めようという事業です
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プレーリヤカー

認知症勉強会
10/1

プレーリヤカー

プレーリヤカー

認知症勉強会
認知症勉強会

認知症勉強会

⑤『宮本三郎記念美術館と地域の会』

●「人ひろば」では多彩なゲストをお招きしています
　宮本三郎記念美術館を応援している「宮本三郎記念美術

館と地域の会」との懇談のなかから生まれた講演会「人ひ

ろば」。今年度は人ひろばの第35回～第38回が行われました。

　「人ひろば」は奥沢～玉川田園調布～自由が丘の地域にゆ

かりのある人物を講師にお招きして多彩なテーマでお届け

する講演会となっています。

①子育て支援活動

　おもちゃを積んだリヤカーを公園に持っていって、子ど

もの外遊びを推進するという「世田谷区自然体験遊び場づ

くり事業」を毎月第3水曜日にねこじゃらし公園でおこなっ

ています。

　また、イッツコムチャンネルの取材を受け、地域の活動

としての様子が放送されました。

　来年度からは新しく奥沢地域にあるタイヤ公園（奥沢公園）

にてプレーリヤカーを始めることになりました！毎月第 2

木曜日に開催予定です。そちらにもぜひ遊びに来てください。

10/19

11/5

11/16,11/30
12/21

12/3

『今日は奥沢を歩こう。
【みかも編】』完成

2/4

2/15
プレーリヤカー1/18

プレーリヤカー

認知症勉強会 3/4

3/15,3/29

★ハウス総会 12/19

写真提供：宮本三郎記念美術館

★九品仏アートフェスタ

お隣さまお茶会vol.22
12/12

お隣さまお茶会vol.21

11/14 お隣さまお茶会
vol.23 1/16 お隣さまお茶会vol.24

2/13
地域講座
ハンギングバスケット

11/14
お隣さまお茶会vol.25

3/13

●奥沢地域でのプレーリヤカーが始まります！

11月 20日（日）　vol.35「定年からの “国際 ”ボランティアー野生ラン保護活動・
　　　パナマでの二年とその後」　明智洸一郎（COSPA ［パナマ野生ラン保護活動］　代表）
12月 5日～ 3月 31日　休館
1月 29日（日）　世田谷美術館　バックヤードツアー
4月 15日（土）　「アコルディ弦楽四重奏団」によるリオープンコンサート
5月 20日（土）　vol.36  出張特別企画「福沢一朗記念館　講演会」
　　　　　　　　　　　　　　　福沢一也（福沢一郎記念館館長）、伊藤佳之（同館学芸員）
7月 23日（日）　vol.37「「開かれた庭」とは？～みどりの街づくり」堀内正弘
9月 30日（日）　vol.38「自由が丘と「ポパイカメラ」 ー 今アナログがおもしろい」

11/13

お隣さまお茶会vol.20

世田谷まちなか
観光メッセ 1/21

地域共生の
いえづくり
専門家派遣講座

1/23

助成金　270,000円



＊そのほか運営委員会、ニュースレターの発行、世田谷区の住宅相談などを毎月行っています。
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★玉川まち
　   フェスタ

7 8 9
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③地域講座
●ハンギングバスケット講座 (講師：池田恵美子先生）
　今年度はハンギングバスケット講座を 2 回行いました。冬から春にかけて

楽しめる花材を使い、作品づくりをしました。

　参加者のみなさんと和やかな雰囲気で素敵な作品ができあがりました。

　今後も様々な企画を考えていきたいと思っています。

認知症勉強会

プレーリヤカー
認知症勉強会 認知症勉強会

プレーリヤカー

プレーリヤカー

プレーリヤカー

プレーリヤカー

プレーリヤカー
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4/19

5/14

5/6

5/17

6/3

6/21

7/1

7/19

8/30 9/20

玉川田園調布
住環境協議会
総会 4/22

認知症勉強会 4/2

お隣さまお茶会
vol.26 4/10 お隣さまお茶会vol.28

6/12
お隣さまお茶会vol.29

7/10

お隣さまお茶会vol.30
9/11

②九品仏アートフェスタ
　2016 年 11 月 13 日（日 )、アートを仲立ちに地域を盛り上

げるようなことができたらいいなと玉川まちづくりハウスは

じめ地元有志が実行委員会形式で取り組んだ九品仏アート

フェスタの 4回目が開催されました。

●九品仏アートフェスタSHOP！
　好天と九品仏淨眞寺への観光客に恵まれ大勢の方に来てい

ただきました。（p1 トピックス参照）

●ワークショップ「自然と光の創造体験」
　ハッピーホライズンズの「自然と光の創造体験」は主催者

側もどんなイベントになるか見当がつかなかったのですが、

OHP( オーバーヘッドプロジェクター )や、ライトボックスを

駆使しての不思議な空間と体験に、子どもたちはとても楽し

んでいたようです。

Twitter : @9b2artfes
facebook : facebook.com/9b2artfes

認知症勉強会

お隣さまお茶会
vol.27 5/8

認知症勉強会 8/5

認知症勉強会 9/2

「HAPPY HORIZONS の子どもたちと地域が少しで
もつながりを強くできたらいいなとの想いから開
催されたこのイベントでしたが、なにより来てく
ださった方々が思い思いに楽しみ、語り合えたこ
とが何よりでした。」


